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⓮三
さん じ ん じ ゃ

神社（撫
なつかわ

川城址内）
光明電王、八幡宮、稲荷宮をお祀りしている社（撫川423）

撫川城址は、野面積みの石垣を持つ古城で「岡山県指定史跡」
第一号として指定され、周囲に幅15mの豪池をめぐらしている。

城址内の三神社は、明治になって旧領主戸川氏によって造られた。
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寄附者銘板

手水鉢

燈籠鳥居

横田盛展はいかなる人か？ 撫川八幡神社の玉垣に横田（正三郎）盛
貞とある。享保3年（1718）頃の人盛展はその子孫（天保の初期の人）

享保17年（1734）は大飢饉の年だった。
戸川撫川知行所は二代達索の治世で、飢饉により
年貢を例年より半減し、幕府に借金を仰ぎ、商人に
金策を頼むなど窮迫した財政状態だったという。
その中で、寄進した太田さんはどんな人か？
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三神社　神社の由来

三神社の祭神
　・光明電王
　・八幡
　・稲荷
※光明電王は『金光明最勝王経』に雷神と
して記されている。

撫川領主の戸川氏は、もともと戦国大名宇喜多（直家・秀家）
氏に仕えていた重臣であったが、達安の時秀家と対立し、関ヶ
原の戦いでは東軍に属して戦った。戦後、達安は徳川家康か
ら大名に取り立てられ、備中に2万9200石の領地をあたえられ、
庭瀬に陣屋を構えた。大名としての戸川氏は4代安風に嗣子
がなく延宝七年（1679）一旦絶えたが、安風の弟達冨に知行地

（都宇郡下撫川村・中撫川村・日畑村、賀陽郡庭瀬村）5000
石があたえられ、旗本として戸川氏嫡流の名跡を継ぐことになった。

4年後、幕府によって庭瀬村と陣屋が召し上げられた際、庭瀬
に隣接する当時「古城」と呼ばれていた撫川城址を中心に新
たに陣屋を構えることになった。なお庭瀬村の替地として賀陽郡
三田村、小田郡宇戸谷村、川上郡ニケ村・九名村・大津寄村・
高山村等があたえられた。以後、明治維新を迎えるまで8代にわ
たってこの地を支配した。

達冨時代に作成された「撫川陣屋絵図」には、当時の陣屋
の様子が克明に記されている。旗本は江戸在住が原則であっ
たが、陣屋には「御用場」（知行所）や「御蔵」等が設けられ、
少数の家臣と武家奉公人が住んでいた。城内には「電王堂」

が造られ、光明電王を祀っていた。その後、八幡、稲荷などの神々
が勧請され、堂も安永七年（1778）に新たな社殿が完成し、寛
政六年（1794）には修築された。

明治維新を迎えると、最後の領主戸川達敏（彼は高松藩主
松平頼胤の一族で、養子として戸川氏の家督を継いでいた）は
讃岐に隠棲する際、「本段（撫川城址）に祀っていた光明電王
と八幡・稲荷の三神を合祀し、その保存と維持を旧家臣に委託
し、陣屋内の水田1反5畝余をあたえた。委託された旧家臣ら
は明治十一年（1878）、社殿（本殿修繕、拝殿造営）を造り、
三神社と称した。

以来、撫川城址及び三神社は在住する旧家臣の末裔らによっ
て守られてきたが、昭和五十九年（1984）旧家臣末裔の宮田
和正らの働きかけにより「撫川城を守る会」が結成され、翌年
城内の土地はすべて岡山市に寄付され公園となった。その際、
地元有志によって「三神社奉賛会」が結成され、老朽化して
いた社殿は改築された。その後、「撫川城址整備委員会」等
が組織され周辺の整備が進むとともに、住民の奉仕活動によっ
て美しい状態が保たれている。

三神社の由来（一色節二氏筆）

太鼓橋
太鼓橋は旧屋敷内への重要な表口にして、欄干の敷石に

「文化十一（1814）□□石工人 高
た こ お

尾村 中谷新助」と刻ん
である。（高尾村は現在の妹尾の一部）（きびのさとNo.2より）
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三神社　撫川陣屋絵図

撫川領主戸川家の文書は、用人を務めていた宮田家に保存されてきたが、
令和三年、岡山県立記録資料館に寄贈された。その際、戸川家文書の中に
ある撫川陣屋絵図は複製（905×905mm）がつくられ、三神社に奉納された。
下の写真はそれに翻刻（活字）を付したものである。

撫川陣屋絵図
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大手門・表門
現在の門は、太鼓橋の南にあった大手門を御本壇に移築したもので（明治初年）、何度か

手が入っている。
また大手門が移築される前は、戸川家館邸の表門があり、明治初年に岡清三郎が譲り受け

て本屋敷392番地に移築したが、明治三十年頃に大原八十八の所有になり、（きびのさとNo.2
より）1992年に解体撤去された。

拝殿

三神社　拝殿・大手門

拝殿の正面には廣陵間寛の筆による「八幡祠」、右側に「光明電王」があり、左側に「正一位稲荷大明神」が掲げてある。

表門（1985年撮影・1992年解体）写真=大原宏光氏 大手門

大原宏光氏による表門のスケッチ

館邸表門

大手門

三神社

太鼓橋

清山神社

弁財天撫川城址

庭瀬城址

14
12

13
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法華曼荼羅

冠發句集

「當所」（撫川陣屋）のほか「板くら、宮内、茶や町」など近在の居住地が記載されており、戸川家家
臣だけでなく、身分を越えて発句（俳句）を楽しむ同好の人 が々集まっていたことが想像される。額裏に「願
主」として9名の名前が記載されているが、雨水と虫害のため痛みが激しい。

幅197×高さ67cm
拝殿内東面の鴨居に掛けられている。

【安
（ 1 8 6 0 年 ）

政7年の獻納冠發句集 秀吟五十章】
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吉

太
田
清
吉

坂
田
壽
平

難
波
九
十
九

太
田
常
治

棟
梁

大
工

左
官

栗
坂
房
吉

太
田
吉
太
郎

中
田
作
治
郎

下
撫
川
村

同同

峕 = 時の異体字

  

南
無
无
邉
行
菩
薩 

大
轉
輪
聖
王 

提
婆
達
多 

大
黒
天
妙
見
宮
七
面
大
明
神

 

南
無
上
行
菩
薩 

大
梵
天
王 

大
日
月
天
王 

南
無
天
台
傳
教
大
師
等

南
無
多
寶
如
来 

南
無
文
殊
普
賢
菩
薩 

鬼
子
母
神 

十
羅
刹
女

南
無
釋
迦
牟
尼
佛 

南
無
舎
利
佛
日
蓮
尊
者 

天
照
大
神 

八
幡
大
菩
薩

 

南
無
浄
行
菩
薩 

大
帝
釋
天
王 

大
明
星
天
王 

南
無
日
連
大
菩
薩

  

南
無
安
立
行
菩
薩 

大
阿
修
羅
王 

八
大
龍
王 

日
朗
日
像
菩
薩
代
々

覚
如
啓
運
両
山

十
五
嗣
漉
傳
燈

在
御

判

花
押

表

表

裏

裏

幅15×高さ26.5cm

幅12×高さ34cm

【法華曼荼羅（寛
（ 1 7 9 7 年 ）

政9年）】

【法華曼荼羅（天
（ 1 8 4 4 年 ）

保15年）】

本殿右側に収められた覚如山（不変院）第十一
世住職の日顕によって、法華経・天照大神・鬼子母
神・十羅烈女・八幡大神などを勧請。

不変院第十五世日侃のもとで社殿の旧札を真札
（南無妙法蓮華経 稲荷大明神を中心に、四天
王・妙見大明神・八大龍王・天照大神・鬼子母神・
八幡大神を周辺に配す）に替える。      

三神社　法華曼荼羅・冠發句集
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神
社
の
石
碑

裏
面
記
載
無
し

表表 表
裏

裏面 裏面

裏

三神社　奉納額

　
　
文
久
二
壬
戌
年

奉
納
　
　
戸
川
主
馬
助
藤
原
達
敏

　
　
九
月
吉
辰
日

天
保
十
五
甲
辰
歳
九
月
吉
祥
日

天
保
十
五
甲
辰
歳

十
二
月
吉
旦

土
用

	

小
笠
原
流

		

岡
五
郎
左
右
衛
門	

藤
原
元
貞
門
人

		

難
波 

徳
四
郎	

源 

仲
綽

		

浅
沼 

長
之
進	

藤
原
博
篤

		

竹
内 

藤
太	

藤
原
政
道

		

横
田 

常
之
丞	

十
二
歳

		

三
宅 

兵
吉	

十
五
歳

		

古
川 

孫
左
衛
門	

藤
原
守
常

		

山
崎 

解
作	

源 

直
矢

		

新
藤 

市
右
衛
門	

藤
原
恭
鎮

	

天
保
十
五
甲
辰
歳
九
月
吉
祥
日

新
藤 

市
右
衛
門	

藤
原
恭
鎮

古
川 

孫
左
衛
門	

藤
原
守
常

難
波 

徳
四
郎	

源
　
仲
綽

三
宅 

太
郎	

十
五
歳

浅
沼 

長
之
進	

藤
原
博
篤

上部は雨水を含んで破損が著しい。左上隅に「天保十五
年甲辰歳」と記載され、下部には8名の記載あり。竹釘を使用
している。
※「きびのさとNo.2によれば、当時三神社の拝殿には「岡元貞門人8
名による小笠原流の奉納額」が存在したという。これがそれではないかと
思われる。おな小笠原流とは弓馬術の礼法である。

本ページは、一色節二氏の調査記録より抜粋

額面上部の左右に矢を装填する輪っかがあり、近くに矢
の一部と思われる竹片があった。和釘を使用。

戸川主馬助藤原達敏は八代（最後）撫川領主（旗本）。
戸川定太郎達寛は七代領主である。

鏡は現存せず。
森下氏は戸川氏
の家臣。

幅106×高さ73（63）cm

幅34×高さ97（94）cm 幅34×高さ97（94）cm

幅29×高さ86cm
幅33×高さ34cm

納　奉

納　奉

冬 秋 夏 春

奉納額

【天
（ 1 8 4 4 年 ）

保15年9月の札】

【天
（ 1 8 4 4 年 ）

保15年9月の額】

【文
（ 1 8 6 2 年 ）

久2年の札】

【寛
（ 1 8 0 0 年 ）

政12年の鏡台座】

【天
（ 1 8 4 4 年 ）

保15年12月の額】

これらは昭和60年の改築まで拝殿内の鴨居に掲げてあった。改築時に社殿
裏の倉庫に移されたが、後に雨漏り等によって甚だしく腐朽した。平成28年に
県立博物館で燻蒸処理をしていただき、現在は社殿内に保管されている。

戸
川
定
太
郎
達
寛

納 奉

干
時
寛
政
十
二
庚
申

九
月
下
旬

奉
寄
進
鏡
一
面

　
　
　

 　
　

施
主

　
　
　
　
　
　

森
下
姓冝

知



路傍の文化財– 127 –

第
一
編

　
神
社
の
石
碑

光
明
電
王

正
八
幡
宮

正
一
位
稲
荷
大
明
神

南
無
妙
法
蓮
華
経
　
　
日
蓮

南
無
妙
法
蓮
華
経

我
此
土
安
穏
天
人
常
充
満

撫
川
御
本
段
勧
請
是
迄
御
真
札
有
之
候
得
共

此
度
相
改
奉
納
者
也

稲
荷
大
明
神
安
厘
日
侃

大
提
頭
頼
叱
天
王
大
毘
樓
摶
叉
天
王

大
毘
沙
門
天
王

大
毘
樓
勤
叉
天
王

南
無
多
寶
如
来
大
梵
天
王
大
日
天
王

南
無
釋
迦
牟
尼
佛
釈
提
桓
因
大
月
天
王

天
照
大
神

鬼
子
母
神

十
羅
刹
女

八
幡
大
菩
薩

聖
主
天
中
天
迦
陵
頻
伽
聲

寛
政
九
歳
次
丁
巳
天

天
保
十
五
申
辰
穏
九
月
廿
六
日

九
月
四
日
吉
　
勧
請

覺
如
山

日
顕
花
押

哀
愍
衆
生
者
我
等
今
敬
禮

本
社 

修
繕

拜
殿 

造
営

本
殿 

修
繕

拜
殿 

遷
宮

奉
三
神
社

維
時
明
治
十
一
年
三
月
廿
八
日
遷
宮

正
遷
宮
維
時
大
正
十
五
年
五
月
十
二
日

都
宇
郡
山
地
村
若
宮
神
社
祠
堂
□
□
□
□
□

堀
家
帆
通

社
司 

清
光
峰
應
徳
寺
東
海
謹
白

撫
川
旧

藩
之
内 発

起
人

世
話
方
岡
田
　
貢

森
下
清
治

森
下
亀
三
郎

丸
川
專
吉

岡
田
織
衛

楠
田
美
埜

坪
井
繁
三
郎

難
波
斐
太

佐
藤
吉
三
九

丸
川
　
務

荒
木
文
七

原
　
初
太

森
下
一
知

松
田
元
吉

盛
保
和
平
治

丸
川
壽
太
郎

横
田
盛
弘

佐
藤
濤
治

太
田
恭
三

河
内
梅
吉

太
田
清
吉

坂
田
壽
平

難
波
九
十
九

太
田
常
治

棟
梁

大
工

左
官

栗
坂
房
吉

太
田
吉
太
郎

中
田
作
治
郎

下
撫
川
村

同同

峕 = 時の異体字

  

南
無
无
邉
行
菩
薩 

大
轉
輪
聖
王 

提
婆
達
多 

大
黒
天
妙
見
宮
七
面
大
明
神

 

南
無
上
行
菩
薩 

大
梵
天
王 

大
日
月
天
王 

南
無
天
台
傳
教
大
師
等

南
無
多
寶
如
来 

南
無
文
殊
普
賢
菩
薩 

鬼
子
母
神 

十
羅
刹
女

南
無
釋
迦
牟
尼
佛 

南
無
舎
利
佛
日
蓮
尊
者 

天
照
大
神 

八
幡
大
菩
薩

 

南
無
浄
行
菩
薩 

大
帝
釋
天
王 

大
明
星
天
王 

南
無
日
連
大
菩
薩

  

南
無
安
立
行
菩
薩 

大
阿
修
羅
王 

八
大
龍
王 

日
朗
日
像
菩
薩
代
々

覚
如
啓
運
両
山

十
五
嗣
漉
傳
燈

在
御

判

花
押

棟札

裏
面
記
載
無
し

普
請
成
就
　
嘉
永
三
庚
戌
歳
四
月
十
五
日

	

御
開
門	

御
普
請
掛	

御
作
廻
方
元
締
役	

棟
梁

家
臣	

岡
田
右
衛
門
晴
重	

丸
川
喜
右
衛
門
光
久	

丸
川
新
右
衛
門
保
政	

福
永
増
五
郎

	

横
田
武
右
衛
門
嵩
盛	

難
波
章
右
衛
門
常
貞	

佐
藤
武
右
衛
門
栄
成	

嶋
村
甚
五
郎

大
工

三
蔵 

松
蔵 

菊
治

南
無
妙
法
蓮
華
経 

覚
如 

啓
運
両
山 

十
五
世
嗣
法
燈 

日
侃

幅13.5×高さ72cm 幅14×高さ56cm

表 表

表 表

表

裏 裏

裏

幅16×高さ76cm

【棟札（大
（ 1 9 2 6 年 ）

正15年）】

【棟札（明
（ 1 8 7 8 年 ）

治11年）】

【棟札（嘉
（ 1 8 5 0 年 ）

永3年）】

きびのさとNo.82には、
嘉永三年、神門と社
殿を修復したという一
対の棟札の記述があ
るが所在は不明。

三神社　棟札

社殿の修理は創始以来数回に
わたって行われた。 光

明
電
王

正
八
幡
宮

正
一
位
稲
荷
大
明
神

南
無
妙
法
蓮
華
経
　
　
日
蓮

南
無
妙
法
蓮
華
経

我
此
土
安
穏
天
人
常
充
満

撫
川
御
本
段
勧
請
是
迄
御
真
札
有
之
候
得
共

此
度
相
改
奉
納
者
也

稲
荷
大
明
神
安
厘
日
侃

大
提
頭
頼
叱
天
王
大
毘
樓
摶
叉
天
王

大
毘
沙
門
天
王

大
毘
樓
勤
叉
天
王

南
無
多
寶
如
来
大
梵
天
王
大
日
天
王

南
無
釋
迦
牟
尼
佛
釈
提
桓
因
大
月
天
王

天
照
大
神

鬼
子
母
神

十
羅
刹
女

八
幡
大
菩
薩

聖
主
天
中
天
迦
陵
頻
伽
聲

寛
政
九
歳
次
丁
巳
天

天
保
十
五
申
辰
穏
九
月
廿
六
日

九
月
四
日
吉
　
勧
請

覺
如
山

日
顕
花
押

哀
愍
衆
生
者
我
等
今
敬
禮

本
社 

修
繕

拜
殿 

造
営

本
殿 
修
繕

拜
殿 
遷
宮

奉
三
神
社

維
時
明
治
十
一
年
三
月
廿
八
日
遷
宮

正
遷
宮
維
時
大
正
十
五
年
五
月
十
二
日

都
宇
郡
山
地
村
若
宮
神
社
祠
堂
□
□
□
□
□

堀
家
帆
通

社
司 

清
光
峰
應
徳
寺
東
海
謹
白

撫
川
旧

藩
之
内 発

起
人

世
話
方
岡
田
　
貢

森
下
清
治

森
下
亀
三
郎

丸
川
專
吉

岡
田
織
衛

楠
田
美
埜

坪
井
繁
三
郎

難
波
斐
太

佐
藤
吉
三
九

丸
川
　
務

荒
木
文
七

原
　
初
太

森
下
一
知

松
田
元
吉

盛
保
和
平
治

丸
川
壽
太
郎

横
田
盛
弘

佐
藤
濤
治

太
田
恭
三

河
内
梅
吉

太
田
清
吉

坂
田
壽
平

難
波
九
十
九

太
田
常
治

棟
梁

大
工

左
官

栗
坂
房
吉

太
田
吉
太
郎

中
田
作
治
郎

下
撫
川
村

同同

峕 = 時の異体字

  

南
無
无
邉
行
菩
薩 

大
轉
輪
聖
王 

提
婆
達
多 

大
黒
天
妙
見
宮
七
面
大
明
神

 

南
無
上
行
菩
薩 

大
梵
天
王 

大
日
月
天
王 

南
無
天
台
傳
教
大
師
等

南
無
多
寶
如
来 

南
無
文
殊
普
賢
菩
薩 

鬼
子
母
神 

十
羅
刹
女

南
無
釋
迦
牟
尼
佛 

南
無
舎
利
佛
日
蓮
尊
者 

天
照
大
神 

八
幡
大
菩
薩

 

南
無
浄
行
菩
薩 

大
帝
釋
天
王 

大
明
星
天
王 

南
無
日
連
大
菩
薩

  

南
無
安
立
行
菩
薩 

大
阿
修
羅
王 

八
大
龍
王 

日
朗
日
像
菩
薩
代
々

覚
如
啓
運
両
山

十
五
嗣
漉
傳
燈

在
御

判

花
押



吉備・陵南にある石碑を訪ねて – 128 –

第
一
編

　
神
社
の
石
碑

三神社　寄附者銘板

一金
参
拾
万
円
也

	

宮
田
和
正

一金
弐
拾
万
円
也

	

坪
井
邦
太

	

丸
之
内
建
設
㈱

一金
壱
拾
万
円
也

	

坂
野
定
和

	

大
原
廉
平

	

平
川
道
彦

	

安
藤
　
豊

	

荒
木
　
昭

	

中
嶋
喜
圭

	

荒
木
宣
昌

	

荒
木
長
太
郎

	

難
波
則
吉

	

荒
木
一文

	

波
勢
　
晃

	

目
黒
三
男

	

荒
木
征
二

	

吉
備
急
送
㈲

	

梶
木
病
院

	

脇
本
一郎

	

尾
崎
利
春

	

難
波
　
隆

一金
五
万
円
也

	

㈱
所
司
組

	

備
南
建
設
㈱

	

小
山
城
一

	

荒
木
賢
二

	

古
谷
玉
一

	

多
田
利
雄

	

難
波
菊
平

	

丸
川
直
則

	

清
水
淳
平

	

大
原
信
久

	

一色
節
二

	

髙
木
彦
吉

	

吉
備
衛
生
セ
ン
タ
ー

	

吉
井
久
善

	

冨
山
荘
作

	

㈱
飛
龍

	

大
場
真
護

	

難
波
静
人

	

荒
木
　
昇

	

対
梨
武
雄

	

平
岡
縣
太
郎

	

池
上
梅
次
郎

一金
参
万
円
也

	

岡
　
正
三

	

西
川
　
勝

	

肥
田
璋
三
郎

	

野
﨑
勝
嘉

	

妹
尾
塗
装
店

	

高
木
石
油
店

一金
弐
万
円
也

	

吉
備
町
農
協

	

坪
井
　
栄

	

楠
木
忠
司

	

三
宅
健
一

	

大
原
　
実

	

秋
山
美
代
子

	

山
本
春
夫

	

加
藤
工
務
店

	

渡
辺
　
毅

	

吉
備
宿
舎
自
治
会

	

曽
我
　
靖

	

大
原
征
夫

	

荒
木
幸
行

一金
壱
万
円
也

	

天
理
教
撫
川
文
協
会

	

垣
本
美
津
子

	

曽
我
静
夫

	

坪
井
博
美

	

河
口
妙
子

	

楠
田
幸
夫

	

太
田
正
美

	

荒
木
邦
宣

	

大
江
晴
彦

	

安
原
貞
男

	

荒
木
周
政

	

荒
木
　
満

	

青
井
亮
雄

	

荒
木
武
志

	

難
波
　
巧

	

難
波
友
江

	

古
谷
　
豊

	

荒
木
潤
身

	

荒
木
順
二
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拝殿軒下に昭和60年修復時の寄附者銘板がある。
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1778

1732

1679

新社殿（電王堂）完成 正遷宮祝詞と祭具が残存する安永7戊戌年

太田某が手水鉢を寄進享保17壬子年4月

1794
1797

1814

1800

1700

四代戸川達邦が撫川陣屋に来る寛政6甲寅年

初代戸川達冨が撫川領主となる延宝7癸丑年

1683 庭瀬領地を召し上げられ、撫川城址に陣屋を移す天和3癸亥年

不変院の日顕によって法華経・天照大神・鬼子母神・十羅烈女・八幡大神など勧請寛政9丁巳年9月

施主の森下性宜知が鏡一面を奉納寛政12庚申年9月

撫川陣屋絵図

太鼓橋を建造

鳥居を建造

文化11甲戌年

1900

2000

文化2乙丑年

1844

1860

家臣らが社殿に冠発句を奉納安政7庚申年2月

1862
1868
1871

戸川達敏が社殿に矢を奉納。
横田盛展が鳥居を寄進

明治維新

文久2壬戌年9月

明治元年戊辰年

戸川達敏は光明雷王・稲荷・八幡の三神を合祀し
その保存と維持を旧家臣に委託

明治4辛未年

1878

1926

戸川家旧家臣により社殿（本殿修繕、拝殿造営）が建立され、「三神社」と称した明治11戊寅年3月

本殿の修繕及び拝殿の遷宮が行われた大正15丙辰年5月

1985
撫川城址が岡山市に寄附されて公園になった際
地元有志によって「三神社修復奉賛会」が結成され
老朽化していた社殿は寄附を募って改築された。

神社建屋が修復された

昭和60乙丑年6月

昭和60乙丑年4 月

岡元貞門ら8名が、小笠原流の額を奉納（札に記載）
不変院の日侃のもとで社殿の旧札を真札に替える
戸川達寛が矢を奉納
12月に新藤市右衛門らが的を奉納

天保15甲辰年9月

三神社　年譜
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三神社　戸川家の系図


